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ことによって、そこから性質を導く必然性があります。さらに、課題２で生徒に作図させ

る平行四辺形は、学級の人数分だけいろいろな平行四辺形が作図されることが予想されま

す。形も大きさも違う平行四辺形から、向かい合った辺の長さは等しい、向かい合った角

の大きさは等しいという性質が導かれることが大切です。 
 ここで重要なのは、「これが正しいと思うことが常に真である」ことを説明しようとする

ことの大切さを強調して指導することです。生徒が、帰納したことが常に真であると説明

させるような教師の投げかけが必要です。 
 

 
誰もが納得するには、明確な根拠から、一般的な説明を考えるのが普通です。これが演

繹的な考え方につながります。 
 
※ 演繹的な考え方とは？ 

いつでもいえることを、すでに分かっていることをもとにして、その正しいことを

説明しようとする考え方です。 
ここでは、平行四辺形の性質を三角形の合同をもとにして説明していくことになり

ます。 
 
 
 
 
 
 
 自分の考えやその根拠を、言葉や数、式、表、グラフなどを用いて明らかにすることが

できるように、数の概念の育成とともに文字利用のよさや有用性について、繰り返し指導

していきましょう。 
  
 
 
 
 
 
 
 

【指導のポイント】 

「本当に向かい合った辺の長さは等しい、向かい

合った角の大きさは等しいといえるのかな？」 
 「誰もが納得するにはどうしたらいいのかな？」

などと、確認の発問やもう一度疑問を投げかける発

問をすることが大切です。 

Ⅱ 数学的に表現し、的確に活用することができるような指導の充実 

１ 文字を用いて一般的な表現ができるような指導の工夫 

２年  文字式の利用 

「式による説明～連続した整数の和が奇数になることを説明しましょう～」 
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指導上の課題 

 生徒は、学習した記号や用語を適切に利用したり、二つの数量関係や図形などの関係を

文字を用いて考察したりすることが苦手です。 
 奇数や偶数を文字を用いて表すことができても、それが少し違う形に変形されるとよみ

取ることができません。 
 

授業改善のポイント 

 多くの１年生は、文字を未知数と考えて学習を進めてしまうことがあります。これは、

文字式を１次方程式の解として使うことが中心のように感じているからです。２年生の文

字式の利用で、文字のもつ二面性（未知数と任意定数）についてもう一度理解を深めるこ

とが大切になります。 
 
碁石を使いながら、連続した二つの整数の和が奇数になるという性質を調べる学習の工

夫を提示します。 
課題 
 右の図のように、１つずつ増やしながら碁石を白黒交互に並べます。これを利用して整

数の性質について調べてみましょう。 
 
課題１ 段数nと碁石の色の関係を説明しなさい。 
 
 課題２ １＋２＝３、２＋３＝５のように連続した２つの 

整数の和が奇数になることを説明しなさい。 
 

 課題３ 連続する３つの整数の和はどんな整数になるか予想し 
    文字を用いて説明しなさい。 
 
 
 
課題１のポイント 

 n段目はn個、 1+n 段目は 1+n 個並んでいることは、多くの生徒が理解できるはずです。

しかし、段数と色の関係はどうなっているかという視点が欠けてしまいます。ここで場合

分けの概念が必要になります。n段目が白の場合は、nはどんな数になるかと問うことに
より、nが奇数なら碁石は白、偶数なら黒というように、nを場合に分けて考えることが
必要になることに気付かせることが大切です。 
 
課題２のポイント 

 生徒に説明させるときには、図を用いて説明させることから始めます。 
具体的な数を使って、２＋３＝５、４＋５＝７ などから連続する整数の和は奇数になる

ことの予想はつくはずです。この予想からすぐに文字の利用に入らず、図を用いて理解さ

せ、それから、文字を用いて説明させるような学習の流れをとります。 

段

5

4

3

2

１
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x

x a ax =2

図を用いて説明させる場合には、右の図のように、２のまとまりを意識させることが大

切です。そうすることにより、２のまとまりがn個あることから n2 ＋1が奇数であること
を理解させます。 
 また、n段目とn +1段目の碁石の個数を
文字式で表現させ、考えさせ、二つとも同

じ意味をもつことを理解させます。 
 このような活動を通して、文字式を使う

ことで、考え方が明確に表現されたり一般

化され、文字式の有用性を実感させること

が大切です。 
 
課題３のポイント 

 課題２が理解できたことで終わりにせず、

その考えを利用して、自分で答えを導く成

就感を味あわせることが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

指導上の課題 

 中学校における数の指導は、その範囲の拡張が中心です。第１学年で扱う正負の数では、

現実世界と接点があるため比較的理解しやすい内容です。しかし、 ax =2 におけるaの平

方根は１次方程式の解のように有理数で表せない数だけに、数としてイメージしにくく四

則演算が十分に理解できません。 
 

授業改善のポイント 

 xを正方形の一辺、aを面積と考えて、aの

正の平方根が正方形の一辺であるとしてとら

えるなど、図形を利用した指導法が考えられ

ます。また、より具体的にするために長さと

してイメージされる正の平方根 2を、コン

パスと定規で実測させてみたり、電卓で近似

値を求めさせたりする活動も有効です。 
 

  

２×２＋１ ２×３＋１ 
        
                n段目

       
               n +1段目

２ 拡張された数について豊かな感覚を育てる指導の工夫 

３年 平方根 

「平方根の導入」 
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